































第 1章 国語科における「クリティカルな読み」の理論と実践 
 
第 2章 C.Wallaceの Critical Reading理論 
 
第 3章 国語科 CRの指導理論 
 
第 4章 国語科 CRの観点による教科書教材の検討(小学校) 
 
第 5章 国語科 CRの観点による教科書教材の検討（中学校） 
 
第 6章 国語科 CRの観点による教科書教材の検討（高等学校） 
 

































 ③「①」「②」をふまえ、国語科 CRの指導理論をカリキュラムも含め構築すること 
 ④「③」での理論を実践の場で検証し、実効性をもった指導理論として調整を図ること 




























































そしてテクストが示す問題の構造を考える「トピック」の 5つである【表 2】。 
 【表 2】国語科 CRの「５つのねらい」 
記
号 
国語科 CRの「5つのねらい」 キー・コンセプト 
Wallace の「5つの問い」 
A テクストの書かれた背景、問題意識を考える。  コンテクスト／イデオロギー 
（このトピックについて）なぜ書かれたのか。 
B テクストのレトリックを分析し目的・効果を考える。 レトリック 
（このトピックについて）どのように書かれたか。 
C 複数の視点からテクストの定義・構成を考える。 定義・構成 
（このトピックについて）どのような他の書き方があるか。 
D テクストの出所と想定（想定外）読者を考える。 想定読者 
誰が誰に対して書いているか。 



























【第 1ステージ（St.1）】小学校第 1学年～第 2学年 
【第 2ステージ（St.2）】小学校第 3学年～第 4学年 
【第 3ステージ（St.3）】小学校第 5学年～第 6学年 
【第 4ステージ（St.4）】中学校第 1学年～第 2学年 
【第 5ステージ（St.5）】中学校第 3学年～高等学校第 1学年 
【第 6ステージ（St.6）】高等学校 2学年～高等学校第 3学年 
 
【表 3】国語科 CRのカリキュラム②（フレームワーク） 






























































































































































































































 第 5章では中学校の教材を検討し、その改編を試みた。 




結果は全 26 設問のうち、「レトリック」の要素があるものが 2 問、「定義／構成」の要













 ②-1 言葉の使い方に着目しよう。 
























 ⑤-1 自分が創りたい平和な世界とは何かを定義しよう。 
 ⑤-2 活かせる要素を文章から抽出し、関連づけよう。 
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する設問が 71％、「推論する」に該当する設問が 1％、「評価する」に該当する設問が 28％












































 二つ目は、国語科 CR を体系的に具現化する課題である。本研究では、国語科 CR の指
導理論の検討は、既存の教科書教材等で実施してきた。しかし本来的に国語科 CR の指導
理論による完全な実践を構築するには、教材の選定の段階から国語科 CR の指導理論を体
現する教材づくりを目指し、教材、手引き、指導書、テストという総合的な教材を開発す
ることが必要になる。 
 三つ目は、「書くこと」「話すこと・聞くこと」への研究を拡張する課題である。本研
究では基本的に「読むこと」を想定した提案しかできていない。しかし、新しい指導理論
として国語科 CRを総合的に提案するには、「読むこと」にとどまらず、「書くこと」「話
すこと・聞くこと」に関する研究が求められる。 
  
